
㈱
精
工
（
大
阪
市
北
区
西
天

満
、
林
健
男
社
長
、
☎
０
６
・

６
３
６
０
・
６
５
３
１
）
は
１０

月
６
日
、
デ
ジ
タ
ル
印
刷
を

一
手
に
手
が
け
る
同
社
宮
城

工
場
「
未
来
館
」
に
、
セ
イ

コ
ー
エ
プ
ソ
ン
製
デ
ジ
タ
ル
ラ

ベ
ル
印
刷
機
「
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ

ｅ
ｓ
ｓ
（
シ
ュ
ア
プ
レ
ス
）
Ｌ

─
４
０
３
３
Ａ
」
の
量
産
初

号
機
お
よ
び
２
号
機
を
導
入

し
た
。
従
来
か
ら
、
同
社
製
Ｉ

Ｊ
ラ
ベ
ル
印
刷
機
「
Ｐ
Ｌ
─

１
０
０
０
」
５
台
で
展
開
し
て

い
た
農
産
物
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
シ
ー
ル
な
ど
を
同
機
に

移
管
す
る
ほ
か
、
Ｈ
Ｐ
イ
ン

デ
ィ
ゴ
「
ｗ
ｓ
」
シ
リ
ー
ズ
で

製
造
し
て
い
た
ラ
ベ
ル
も
一
部

同
機
で
製
造
し
て
い
く
。

同
機
は
立
ち
上
げ
に
約
３
日

間
、
そ
の
後
２
日
間
の
研
修
を

経
て
、
現
在
は
各
種
検
証
を
行

い
な
が
ら
す
で
に
本
稼
働
し
て

い
る
状
況
。
Ｐ
Ｌ
─
１
０
０
０

で
は
こ
れ
ま
で
、
主
に
農
産
物

向
け
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

シ
ー
ル
を
製
造
し
て
い
た
が
、

す
べ
て
廃
棄
処
分
し
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
２
台
に
仕
事
を
転

換
し
て
い
く
。
す
で
に
４
台
は

廃
棄
済
み
で
、
１
台
の
み
仕
事

の
つ
な
ぎ
と
し
て
使
用
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
同
機
で
展
開

す
る
新
た
な
仕
事
と
し
て
、
農

産
物
の
包
装
用
無
地
フ
ィ
ル
ム

に
貼
付
す
る
ラ
ベ
ル
全
１
１
０

種
類
・
８
０
０
ア
イ
テ
ム
の
デ

ザ
イ
ン
を
規
格
化
。
カ
タ
ロ
グ

販
売
し
て
い
く
予
定
だ
。
林
正

規
・
常
務
取
締
役
は
「
農
産
物

向
け
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
シ
ー
ル
は

こ
れ
ま
で
、
１
件
１
件
受
注
し

て
か
ら
デ
ザ
イ
ン
製
作
し
て
い

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
あ
ら
か
じ

め
用
意
し
た
豊
富
な
デ
ザ
イ
ン

の
中
か
ら
農
家
に
選
択
し
て
も

ら
う
た
め
、
さ
ら
に
幅
広
い

ユ
ー
ザ
ー
に
短
納
期
で
供
給
可

能
に
な
る
。
農
産
物
に
強
い
当

社
の
特
長
を
生
か
し
、
か
な

り
ニ
ッ
チ
な
野
菜
や
果
物
に

も
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
て
お

り
、
最
小
ロ
ッ

ト
１
０
０
０
枚

か
ら
最
大
１
万

枚
ま
で
対
応
し

て
い
く
」
と
話
す
。

未
来
館
で
は
、
今
回
導
入
さ

れ
た
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
２

台
の
ほ
か
に
、
Ｈ
Ｐ
イ
ン
デ
ィ

ゴ
「
ｗ
ｓ
４
０
５
０
」
１
台
、

「
ｗ
ｓ
４
５
０
０
」
２
台
の
計

３
台
が
稼
働
し
て
お
り
、
現

在
は
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
合
計

６
台
で
、
粘
着
ラ
ベ
ル
を
は
じ

め
シ
ュ
リ
ン
ク
ラ
ベ
ル
、
軟
包

材
、
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
製
作
な
ど

を
展
開
し
て
い
る
。
一
方
、
デ

ジ
タ
ル
印
刷
機
で
課
題
と
な
っ

て
い
る
後
加
工
は
、
ロ
ー
ル
紙

に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｌ
─
１
０
０
０

で
使
用
し
て
い
た
恩
田
製
作
所

の
抜
き
加
工
機
と
伊
カ
ル
テ
ス

社
製
レ
ー
ザ
ー
ダ
イ
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
機
で
、
シ
ー
ト
は
ク
レ

ム
社
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
製
レ
ー

ザ
ー
ダ
イ
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
機
で

対
応
。
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ

は
、
小
ロ
ッ
ト
多
品
種
ラ
ベ
ル

の
多
面
付
け
に
よ
り
生
産
性
も

向
上
す
る
た
め
、
レ
ー
ザ
ー
ダ

イ
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ
機
（
カ
ル
テ

ス
）の
毎
分
４
・

６
㍍
の
ラ
ベ
ル

抜
き
加
工
能
力

が
生
き
て
く
る

状
況
だ
。
同
社

で
は
、
Ｐ
Ｌ
―

１
０
０
０
の
対

応
紙
幅
１
５
０
㍉
か
ら
Ｓ
ｕ
ｒ

ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
の
同
３
３
０
㍉

に
広
が
っ
た
こ
と
で
、
生
産

性
や
コ
ス
ト
な
ど
の
面
か
ら
、

レ
ー
ザ
ー
ダ
イ
に
よ
る
後
加
工

を
承
認
す
る
ユ
ー
ザ
ー
を
増
や

し
て
い
き
た
い
考
え
。
林
常
務

は
、
今
回
の
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ

ｓ
ｓ
導
入
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

「
同
機
は
、
従
来
機
と
比
較

し
て
印
刷
品
質
が
飛
躍
的
に
向

上
し
た
だ
け
で
な
く
、
製
造
可

能
な
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
の
範
囲

が
広
ま
っ
た
と
感
じ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
ロ
ッ
ト
や
納
期
だ
け

で
な
く
、
生
産
コ
ス
ト
や
収
益

な
ど
の
観
点
か
ら
も
、
Ｈ
Ｐ
イ

ン
デ
ィ
ゴ
機
と
の
仕
事
の
振
り

分
け
が
よ
り
明
確
化
で
き
、
双

方
で
新
た
な
仕
事
の
展
開
が
可

能
に
な
る
。
ま
た
、
先
日
開
催

さ
れ
た
東
京
パ
ッ
ク

で
、
当
社
ブ
ー
ス
の

床
に
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ

ｅ
ｓ
ｓ
で
製
作
し
た

フ
ロ
ア
ー
シ
ー
ト
を

貼
付
し
た
が
、
オ
ー

バ
ー
ラ
ミ
加
工
を
し

て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ま
っ
た
く

こ
す
れ
が
な
い
点
が

大
き
な
発
見
だ
っ

た
。
今
後
、
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
や
ト
ラ
イ
ア
ル
を
通

じ
て
同
機
の
課
題
や
利
点
な
ど

を
見
出
し
つ
つ
、未
来
館
で
は
、

新
た
な
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
を
含

め
た
ラ
ベ
ル
製
造
の
新
規
開
拓

を
模
索
、
積
極
展
開
し
て
い
き

た
い
」

「
サ
ウ
ス
チ
ャ
イ
ナ
ラ
ベ
ル

シ
ョ
ー
２
０
１
０
」
が
１０
月
２５

日
か
ら
３
日
間
、
中
国
広
州
市

の
広
州
錦
漢
展
覧
中
心
（
広

州
錦
漢
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
、
約

４
０
０
０
人
が
来
場
し
た
。

同
展
は
英
タ
ー
サ
ス
主
催
の

ラ
ベ
ル
エ
キ
ス
ポ
シ
ー
リ
ズ
の

一
つ
で
、
華
南
地
区
で
は
初
の

ラ
ベ
ル
専
門
展
示
会
。
中
国
を

中
心
に
欧
米
や
日
本
の
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
な
ど
約
１
０
０
社
が
、

最
新
資
機
材
を
出
品
し
た
。

主
催
者
タ
ー
サ

ス
の
ロ
ジ
ャ
ー
・

ペ
ロ
ー
氏
は
同
展

に
つ
い
て
「
ラ
ベ

ル
エ
キ
ス
ポ
ア
ジ

ア
に
比
べ
れ
ば
小

規
模
だ
が
、
成
長

市
場
の
中
国
で
２

つ
目
の
展
示
会
を

開
催
で
き
、
う
れ

し
く
思
う
。
今
後

は
、
さ
ら
に
大
き

な
展
示
会
へ
と
育

つ
だ
ろ
う
」
と
期

待
を
こ
め
た
。

ザ
イ
コ
ン
は
最
新
の
デ
ジ
タ

ル
印
刷
機
「
ザ
イ
コ
ン
３
５
０

０
」
を
実
演
。
１
２
０
０
×

３
６
０
０
ｄ
ｐ
ｉ
の
解
像
度
の

印
刷
物
を
毎
分
最
大
２０
㍍
で
出

力
。
機
内
に
空
間
が
あ
り
、
人

が
入
っ
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
き

る
点
な
ど
を
強
調
し
、
来
場
者

に
実
力
を
示
し
た
。

印
刷
機
材
商
社
の
シ
ン
タ
ッ

ク
ス
は
、
Ｈ
Ｐ
イ
ン
デ
ィ
ゴ
の

「
ｗ
ｓ
４
５
０
０
」
や
「
Ｗ
Ｓ

６
０
０
０
」、
ニ
プ
ソ
ン
の
デ

ジ
タ
ル
印
刷
機
「
バ
リ
ー
プ
レ

ス
」
を
紹
介
。
独
自
ブ
ラ
ン

ド
の
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
「
Ｓ
Ｔ

１
８
６
５
Ｒ
」
な
ど
も
国
内
市

場
向
け
に
提
案
し
た
。

日
本
の
印
刷
機
メ
ー
カ
ー
で

は
、
三
起
機
械
が
凸
版
間
欠
機

「
Ｓ
Ｍ
Ｐ
─
３
０
０
」
を
実
演
。

優
れ
た
印
刷
品
質
と
耐
久
性
の

高
さ
、
毎
分
２
０
０
シ
ョ
ッ
ト

の
印
刷
速
度
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。一
方
、中
国
の
印
刷
機
メ
ー

カ
ー
は
、
浩
田
機
械
や
多
威
竜

印
刷
機
械
、
萬
鴻
機
械
、
端
安

市
景
大
印
刷
機
械
な
ど
が
出

展
。
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
高
さ
を
来
場
者
に
訴
え
た
。

                  （
次
号
に
詳
細
）

同
社
で
は
以
前
か
ら
、
デ
ジ

タ
ル
印
刷
の
将
来
性
を
予
測

し
、
電
子
写
真
方
式
の
イ
ン

デ
ィ
ゴ
製
（
現
Ｈ
Ｐ
）「
オ
ム

ニ
ア
ス
」
に
関
連
す
る
レ
ー

ザ
ー
ダ
イ
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
を
取
り
扱
う
な
ど
、
同
印

刷
技
術
に
関
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

今
回
の
Ｉ
Ｊ
ラ
ベ
ル
印
刷
機
に

お
け
る
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
京
セ
ラ
㈱
薄
膜
部
品
事
業

本
部
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
約
３
年

前
か
ら
ス
タ
ー
ト
。今
春
か
ら
、

よ
り
本
格
的
な
開
発
へ
と
取
り

組
み
、完
成
へ
と
こ
ぎ
着
け
た
。

京
セ
ラ
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
志
機
の
担

当
者
は
「
当
社
の
デ
ジ
タ
ル
機

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
、
意
図
を
深
く
理
解
し
、
精

力
的
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
。
Ｉ
Ｊ
ヘ
ッ
ド
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
─

Ｕ
Ｖ
に
関
す
る
取
り
組
み
で
さ

ま
ざ
ま
な
提
案
が
あ
り
、
今
回

の
完
成
へ
と
至
っ
た
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。

な
お
内
覧
会
で
披
露
さ
れ
た

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
は
、
既
存
の

ラ
ベ
ル
検
査
装
置
に
搭
載
し
た

試
作
機
で
、
仕
様
は
印
字
幅
が

４
㌅
（
１
０
８
㍉
）、
フ
ル
カ

ラ
ー
４
色
。
解
像
度
は
６
０
０

ｄ
ｐ
ｉ
×
６
０
０
ｄ
ｐ
ｉ
で
、

新
開
発
の
イ
ン
キ
に
よ
り
平
滑

性
が
向
上
し
、
従
来
の
印
刷
機

に
よ
る
ラ
ベ
ル
品
質
に
近
い
仕

上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

印
刷
幅
に
関
し
て
も
、
４
㌅
刻

み
で
対
応
可
能
。
最
高
印
刷
速

度
は
毎
分
５０
㍍
と
な
っ
て
お

り
、
同
社
で
は
「
今
回
は
あ
く

ま
で
も
試
作
機
で
あ
り
、
ユ
ー

ザ
ー
の
要
望
に
よ
り
、
ラ
ミ

ネ
ー
ト
や
抜
き
加
工
な
ど
の
ユ

ニ
ッ
ト
を
搭
載
で
き
る
仕
様
に

な
る
。
ま
た
、
既
存
の
輪
転
機

や
間
欠
機
な
ど
の
後
付
け
ユ

ニ
ッ
ト
と
し
て
も
対
応
可
能
な

点
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
説

明
し
て
い
る
。

一
方
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
─
Ｕ
Ｖ
乾
燥

装
置
を
搭
載
し
た
「
ミ
ュ
ー
」

で
は
、
前
述
の
デ
ジ
タ
ル
印
刷

機
と
同
様
に
、
従
来
の
有
版
ラ

ベ
ル
印
刷
機
に
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
─

Ｕ
Ｖ
を
搭
載
で
き
る

点
を
訴
求
。
同
技
術

の
魅
力
は
、
印
刷
機

が
待
機
状
態
時
に
消

灯
し
、
再
稼
働
時
に

点
灯
し
て
も
、
即
座

に
乾
燥
工
程
を
開
始

で
き
る
点
に
あ
り
、

省
電
力
化
に
貢
献
す

る
。
ま
た
、
印
刷
速

度
も
従
来
同
等
と

な
っ
て
い
る
。

担
当
者
は
「
搭
載

し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
─
Ｕ
Ｖ

装
置
は
水
冷
方
式
を
採
用
し
て

お
り
、
発
熱
を
極
限
ま
で
抑
え

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
た

め
、
フ
ィ
ル
ム
系
材
料
へ
の
負

荷
を
軽
減
し
、
精
度
の
高
い
印

刷
を
実
現
し
て
い
る
点
が
特

徴
。
イ
ン
キ
に
関
し
て
も
金
・

銀
以
外
は
ニ
ス
を
含
め
す
べ
て

対
応
し
て
い
る
」
と
説
明
。
今

回
は
「
ミ
ュ
ー
」
に
搭
載
し
た

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
披
露
さ
れ
た

が
、
同
社
で
は
既
存
の
印
刷
機

で
も
従
来
の
乾
燥
装
置
か
ら
Ｌ

Ｅ
Ｄ
─
Ｕ
Ｖ
へ
の
切
り
替
え
に

対
応
す
る
と
話
し
て
い
る
。

担
当
者
は「
当
社
で
は
今
後
、

新
た
な
ラ
ベ
ル
印
刷
技
術
と
し

て
、
Ｉ
Ｊ
方
式
お
よ
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ

─
Ｕ
Ｖ
を
業
界
に
対
し
、
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
こ

の
技
術
が
、
新
た
な
ラ
ベ
ル
印

刷
の
潮
流
と
な
り
、
印
刷
会
社

さ
ん
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
と
っ

て
少
な
か
ら
ず
貢
献
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。

な
お
同
社
で
は
１１
月
中
旬
ま

で
、
内
覧
会
を
継
続
的
に
開
催

す
る
予
定
。「
ラ
ベ
ル
印
刷
会

社
さ
ん
の
中
で
希
望
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
き
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

徳
川
幕
府
に
よ

る
２
５
０
年
間
続

い
た
江
戸
時
代

は
、
世
界
史
の
中

で
も
稀
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
〝
平
和
な

時
代
〟
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、

そ
の
長
い
泰
平
の

世
は
、
諸
外
国
と

の
技
術
的
格
差
を
広
げ
る
結
果

と
な
り
、
そ
れ
を
「
開
国
」
で

知
っ
た
志
士
た
ち
の
手
に
よ
り

「
明
治
維
新
」
と
い
う
大
変
革

を
迎
え
る
。
立
役
者
の
薩
摩
藩

は
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
激
し
過
ぎ

る
接
触
か
ら
海
外
に
対
す
る
視

野
を
持
っ
た
。
旧
来
制
度
の
大

名
行
列
に
お
け
る
異
国
人
へ
の

〝
無
礼
討
ち
〟
す
な
わ
ち
「
生

麦
事
件
」
が
そ
れ
を
指
す
が
、

小
学
生
の
社
会
科
教
科
書
に
も

記
述
さ
れ
て
お
り
、
日
本
人
な

ら
ば
知
ら
な
い
事
柄
で
は
な
い

だ
ろ
う
▼『
横
濱
維
新
』を
テ
ー

マ
に
掲
げ
た
「
第
５２
回
年
次
大

会
・
横
浜
大
会
」
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
全
国
の
組
合
員
、
協

賛
会
会
員
な
ど
３
７
０
人
が
出

席
し
た
。
式
典
に
先
立
ち
、
地

元
で
も
著
名
な
浅
海
武
夫
氏
に

よ
る
「
生
麦
事
件
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
演
が
催
さ
れ
た
が
、

ま
さ
に
臨
場
感
溢
れ
る
内
容

だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
歴
史
的

事
件
が
、
日
本
に
お
け
る
近
代

化
の
大
き
な
一
歩
だ
っ
た
こ
と

を
印
象
づ
け
た
▼
日
本
の
ラ
ベ

ル
業
界
は
か
つ
て
、
全
日
シ
ー

ル
連
の
「
製
造
特
許
の
共
同
管

理
」
体
制
に
よ
り
、
平
穏
な
時

期
を
過
ご
し
た
。
そ
の
期
間
、

組
合
員
は
他
業
界
か
ら
の
市
場

参
入
を
受
け
る
こ
と
な
く
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
で
き
た
。
や
が
て

特
許
失
効
と
い
う
「
開
国
」
が

訪
れ
た
の
ち
に
今
日
へ
と
至
る

の
だ
が
、
果
た
し
て
我
々
ラ
ベ

ル
業
界
で
は
明
治
維
新
ほ
ど
の

大
変
革
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

▼
全
日
シ
ー
ル
連
の
事
業
活
動

に
対
し
、
組
合
員
の
要
求
が
著

し
く
変
化
し
て
い
る
の
は
周
知

の
事
実
。
近
年
は
業
界
外
か
ら

の
参
入
が
相
次
ぎ
、
新
た
な
ラ

ベ
ル
製
造
技
術
が
も
た
ら
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
海
外
ラ
ベ
ル
業

界
と
の
接
触
も
増
え
て
い
る
。

全
日
シ
ー
ル
連
と
い
う
団
体
組

織
、
そ
し
て
組
合
員
の
双
方
が

ラ
ベ
ル
業
界
の
将
来
を
見
据
え

つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
〝
意

識
の
改
革
〟
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
。
そ

れ
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
時
、
真

の
『
横
濱
維
新
』
が
成
立
す
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

紙面から
年次大会・横浜大会に370 人

「全日シール連」―――――― 2

新社長に聞く
「丸信」――――――――― 3

業界人登場
「笠原特殊印刷」―――――― 4

フレキソジャパン開催― ―― 5
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ハイ・アングルハイ・アングル

Ｉ
Ｊ
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
を
初
披
露

凸
版
間
欠
機
に
も
搭
載

志機

Ｌ

Ｅ

Ｄ
ー
Ｕ

Ｖ

の

有

効

性

訴

求

㈱
志
機
（
大
阪
市
中
央
区
玉
造
、
☎
０
６
・
６
７
６
７
・
１
１
３
３
）
は
こ
の
ほ
ど
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
─
Ｕ
Ｖ
乾
燥
装
置
を
搭
載
し
た
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｊ
）
タ
イ
プ

の
デ
ジ
タ
ル
ラ
ベ
ル
印
刷
機
（
試
作
機
）
を
発
表
し
た
。
同
時
に
、
小
型
凸
版
間
欠
機
「
μ
（
ミ
ュ
ー
）」
の
乾
燥
工
程
に
お
い
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
─
Ｕ
Ｖ
を
搭
載
し
た
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
も
初
披
露
。〝
新
た
な
ラ
ベ
ル
印
刷
技
術
〟
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
と
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
の
双
方
の
印
刷
方
式
で
Ｉ
Ｊ
方
式
お
よ
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
─
Ｕ
Ｖ
の
優
れ

た
機
能
を
、ラ
ベ
ル
業
界
に
対
し
て
訴
求
す
る
方
針
。
同
社
で
は
１１
月
１
日
か
ら
、ラ
ベ
ル
印
刷
会
社
に
向
け
た
内
覧
会
を
工
場
内
で
実
施
し
、精
力
的
な
デ
モ
を
行
っ

て
い
る
。
同
社
で
は
、
高
い
技
術
力
と
Ｉ
Ｊ
方
式
お
よ
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
─
Ｕ
Ｖ
の
実
用
性
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
方
針
、
と
話
し
て
い
る
。

セイコーエプソン製IJデジタル印刷機「SurePress」

中
国
・
広
州
で
初
の
開
催

Ｈ
Ｐ
イ
ン
デ
ィ
ゴ
と
双
方
で
高
付
加
価
値
ラ
ベ
ル
供
給

宮城工場・未来館に「SurePress」２台を一括導入し、本稼働に入った

精工が量産初号機、２号機を導入

「
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
」
で
は
、
農
産
物
向
け
規
格
ラ
ベ
ル
を
新
た
に
量

産（
上
）。
従
来
の
農
家
向
け
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
シ
ー
ル
も
同
機
で
製
造

抜
き
加
工
は
レ
ー
ザ
ー
ダ
イ
も
使
用

オープンハウスで披露されたＩＪデジタルラベル印刷機

ア
ジ
ア
を
中
心
に
約
４
０
０
０
人
が
来
場

サウスチャイナ
ラベルショー2010

当
社
ツ
ア
ー
含
め
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
来
場
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小
型
凸
版
間
欠
機
「
ミ
ュ
ー
」
に
搭
載

さ
れ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
─
Ｕ
Ｖ
装
置


